
住宅省エネキャンペーンにおける3省連携（リフォーム）

子育てグリーン住宅
支援事業

※リフォームは全世帯が対象！

先進的窓リノベ
2025事業

給湯省エネ
2025事業

■高性能の断熱窓の設置

子育てエコホーム支援事業

■開口部の断熱改修
■躯体の断熱改修
■エコ住宅設備の設定

＜必須工事＞

■住宅の子育て対応改修
■バリアフリー改修
■他

■高効率給湯器

賃貸集合
給湯省エネ
2025事業

給湯器

＜国土交通省＞ ＜環境省＞ ＜経済産業省＞

■エコジョーズ・エコフィール

３省連携 ： 各事業が併用可能・ワンストップ利用可能

後継

予算400億円 予算1,350億円 予算580億円 予算50億円

※工事完了期限：予算上限に達するまで（遅くとも2025年12月31日まで）

住宅のリフォーム工事内容に応じて定める額の補助金が交付されます（上限あり）

■【国土交通省・環境省】子育てグリーン住宅支援事業の詳細

■【子育てグリーン住宅支援事業のお問い合わせ窓口】
電話番号 03-6632-1405（通話料がかかります）
受付時間 9:00～17:00 （土・日・祝日を含む）

(a)ヒートポンプ給湯機
(b)ハイブリッド給湯機
(c)家庭用燃料電池

（一定の基準を満たすもの） （従来型給湯器からの取替）
（賃貸集合住宅に限定）

【注】省エネ新築住宅は「新築編」をご覧ください。

※補正予算成立が前提となります

2024年12月3日発行

高断熱窓の設置水まわり設備等

最大60万円/戸

【目的】
2050年カーボンニュートラルの実現に向けて家庭部門の省エネを強力に推進するため、住宅の断
熱性の向上に資する改修や高効率給湯器の導入などの住宅省エネ化への支援を強化。

2024年11月22日以降の着工現場が対象

いずれか
２つの実施
が必須

https://www.mlit.go.jp/report/press/house04_hh_001249.html

最大200万円/戸 (a)10万円/台
(b)13万円/台
(c)20万円/台

追焚なし:5万円/台
追焚あり:7万円/台

＜主な補助額＞

リフォーム編

＜附帯工事＞



先進的窓リノベ202５事業

大

中

小

65,000円

44,000円

28,000円

149,000円

110,000円

74,000円
※戸建住宅・低層集合住宅におけるSグレード
（熱貫流率Uw1.5以下）での補助額

今なら と で ！

断熱内窓 「インプラス」 Ｌｏｗ-E複層ガラス
（クリア・グリーン透明）

Sグレード

大 2ヵ所 中 1ヵ所

65,000円× 2ヵ所
44,000円× 1ヵ所

補助額

補助額合計 174,000円

省エネ効果額合計 約171,000円
（20年間使用した場合）

※2

※1 参考リフォーム費用はインプラス（Low-E複層ガラスクリア・グリーン
透明）大2ヵ所と中1ヵ所を使用した場合のリクシルマド本舗における見積
平均価格にて算出 ※2 省エネ効果額の算出根拠は以下URLをご参照
ください＜https://s.lixil.com/h-shouenekouka> ■商品画像は
イメージです。プランは一例となります。補助額等は地域や商品の使用によ
り変動する場合がございます。 ■最終的な補助金や参考価格を保証する
ものではありません。

省エネ効果額の
算出根拠はコチラ

参考
リフォーム費用
（商品代＋工事費）

37.8万円 ※1

補助金

17.4万円

実質（目安）

20.4万円

冷暖房費削減額
20年間で

17.1万円※2

補助金活用なし 補助金活用あり 省エネ効果 実質負担額

46％
相当
還元

で お困りごとを一気に解決 ！

冷暖房費が高い ヒートショックが心配夏、暑くて 冬、寒い 冬場の結露がひどい

%
※制度の適用には条件があります。

先進的窓リノベ2025事業：【補助対象】世帯を問わず対象工事を実施するリフォーム 【対象工事】窓（ガラス・サッシ）・ドアの断熱改修工事（熱貫流率＜Uw値＞1.9以下等、
建材トップランナー制度2030目標水準値を超えるもの、一定の基準を満たすもの） 【対象期間】2024年11月22日以降に対象工事に着手※１し、2025年12月31日まで
に工事完了するもの ※1：工事請負契約後に行われる工事であること ○1申請あたりの合計補助額が5万円未満の場合は申請できません。

わかりやすく
動画で
解説！

窓
外窓交換
（カバー工法）

内窓設置

3.3万円

リフォームは

※住宅エコポイント制度、復興支援・住宅エコポイント制度、省エネ住宅ポイント制度、次世代住宅ポイント制度、グリーン住宅ポイント制度、
こどもみらい住宅支援事業、住宅省エネ2023キャンペーン、住宅省エネ2024キャンペーンの予算規模と比較して、ほぼ同等もしくは
それ以上の規模であるという趣旨です。


